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アレルギー・膠原病内科
　 1． CD4陽性T細胞における IL-21産生制御機構
柏熊大輔，須藤　明，加々美新一郎
廣瀬晃一，渡邊紀彦，中島裕史　　
（千大院・遺伝子制御学）
　IL-21は自己免疫病態への関与が強く示唆されてい
るTh17細胞から産生される。しかし単細胞レベルで
の IL-21産生細胞の同定法は開発されておらず詳細は
不明であった。我々は IL-21の細胞内染色法を開発し，
IL-21産生CD4陽性T細胞の詳細を検討した。結果，
IL-21産生CD4陽性T細胞とTh17細胞は，共に IL-6を
分化誘導因子として必要とするがTGF-βなどに対す
る反応性の違いにより，異なる細胞集団である可能性
が示唆された。
　 2． 脾臓 lymphoid tissue inducer（LTi）様細胞の
新規性質の解明について
高取宏昌，O’Shea JJ，中島裕史
（千大院・遺伝子制御学）
　近年，Th17細胞が産生する炎症性サイトカイン
IL-17と IL-22は，細胞外細菌や真菌に対する感染防御
だけでなく，マウス及びヒトの様々な自己免疫疾患の
発症や増悪に重要であることが示されている。今回
我々は脾臓CD4+CD3-CD11c-B220-LTi様細胞もTh17
細胞と同様の表現型を持ち，IL-17と IL-22を即時的に
産生することを初めて明らかにしたので報告する。
　 3． IKK2/βによる肥満細胞脱顆粒の制御
鈴木浩太郎，中島裕史
（千大院・遺伝子制御学）
　転写因子NF-κBは，免疫，代謝，発生，癌等，様々
な生命現象に関与していることが知られている。我々
はNF-κBの活性化に重要な IKK2/βの肥満細胞におけ
る役割りに着目し，肥満細胞 IKK2が抗原刺激により
SNAP-23をリン酸化しSNAREpins formation，顆粒膜
と細胞膜の膜融合を促進することにより脱顆粒を制御
していることを発見したのでここに報告する。
　 4． 巨細胞性動脈炎を疑う large vessel arteritisを
発症した高齢男性の 2症例
田中　繁，高橋和成，縄田泰史
（済生会習志野・リウマチ膠原病センター）
　【症例 1】66歳男性。発熱，咳，左肩周囲の疼痛あり
受診。CRP高値でCTにて肺炎像と左鎖骨下動脈，下
行大動脈の炎症所見を認めた。抗生剤とアスピリンに
て呼吸器症状，発熱，疼痛，炎症反応は改善傾向にあ
る。
　【症例 2】66歳男性。発熱，両側鼠径部痛あり受診。
CRP高値，CTにて腎動脈分岐以遠から大腿動脈の炎
症所見を認めた。PSL50㎎で速やかに疼痛，炎症反応
は改善した。 2例とも巨細胞性動脈炎として非典型的
であり文献的考察と合わせて報告する。
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　 5． 妊娠計画中にエタネルセプトを使用し無事妊娠
出産した関節リウマチの 1例
岩田有史，杉山隆夫，杉本豊彦
古川雅章，末石　真　　　　　
（国立病院機構下志津・リウマチ科）
　 6． 黄色爪症候群を合併した関節リウマチの 1例
中込大樹，栗本遼太，川島広稔
小林芳久，横田雅也，高取宏昌
池田　啓，廣瀬晃一，渡邉紀彦
中島裕史　　　　　　　　　　
（千大・アレルギー・膠原病内科）
血液内科
　 7． サリドマイド，bevacizumab，自家末梢血幹細
胞移植により肺高血圧症の改善を認めPOEMS
症候群の 1例
渡部玲子，阿部大二郎，酒井紫緒　　
大和田千桂子，武内正博，堺田恵美子
中世古知昭　　　（千大・血液内科）
田中さとみ，清水直美（同・輸血部）
　POEMS症候群はpolyneuropathy，M蛋白等の多彩
な症状を呈する稀な形質細胞増殖性疾患であり，auto-
PBSCTが有効であるが，心肺合併症として10-20%に
肺高血圧症を有することが問題である。今回我々は著
明な肺高血圧症を有するPOEMS症候群の64歳女性に
対し，サリドマイド・デカドロン併用療法，抗VEGF
抗体（bevacizumab）により肺高血圧症の改善を認め，
安全にauto-PBSCTを施行しPOEMS症候群の症状の
改善を得た 1例を経験したので報告する。
　 8． RIST（reduced-intensity stem cell transplan-
tation）が奏効した最重症再生不良性貧血の 1例
山崎敦子，鐘野勝洋，小野田昌弘
横田　朗（千葉市立青葉・内科）
　HLA適合同胞を有する最重症再生不良性貧血は，速
やかに移植を行うべきと考えられているが感染症を併
発していることも多く，その至適前処置は不明である。
今回，侵襲性肺アスペルギルス症を併発した最重症再
生不良性貧血患者に対し，Flu+CY（Flu 30㎎/㎡× 6 
days，CY 50㎎/㎏× 2 days）を用いたRISTを行い，
著効した例を経験したので報告する。
　 9． 造血器悪性腫瘍における可溶性LR11測定の意
義 : 新たな腫瘍マーカーの可能性の検証
酒井紫緒，中世古知昭，川口岳晴　　
武藤朋也，田中さとみ，竹田勇輔　　
阿部大二郎，大和田千桂子，武内正博
堺田恵美子，清水直美，横手幸太郎　
武城英明　　（千大院・細胞治療学）
　LDL受容体ファミリーであるLR11は比較的未分化
な細胞に発現し，細胞の接着，遊走に関与する。我々
はあらたにヒト末梢血B細胞や白血病細胞株でLR11が
高発現していることを見いだした。そこで造血器悪性
腫瘍細胞と患者血清においてLR11の発現を解析した。
AML，ALL，CLL患者腫瘍細胞でLR11のmRNA発現
が高く，また初診時患者血清で有意に可溶性LR11が高
値であることを見いだした。LR11は新たな白血病腫瘍
マーカーとして有用である。
　10． Direct activation of Stat 5 by TEL-Lyn fusion 
protein promotes induction of myeloprolifera-
tive disease with myelofibrosis
竹田勇輔，武内正博，阿部大二郎　　
大和田千桂子，堺田恵美子，清水直美
横手幸太郎，中世古知昭　　　　　　
（千大院・細胞治療学）
宮城　聡，岩間厚志　　　　　　　　
（同・細胞分子医学）
田中宏明　　　　　　　（国保大網）
　新規に同定した骨髄線維症の原因遺伝子TEL-Lyn
融合遺伝子による骨髄線維症発症機序を解析した。
Ba/F3細胞にTEL-Lyn融合遺伝子を導入すると，
JAK2の活性化を伴わずにStat 5が直接TEL-Lyn蛋白
によりリン酸化された。Stat 5 KOマウスの造血幹細
胞に本遺伝子を導入して放射線照射マウスに移植する
と，ごく軽度の骨髄線維化のみ認められた。以上から，
TEL-Lyn融合タンパクはStat 5を直接活性化し骨髄線
維症を誘発することが示された。
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糖尿病・代謝・内分泌内科／消化器グループ
　11． 膵腫瘍を契機に発見されたクッシング病の 1例
佐久間一基，横尾英孝，田中麻美
永野英和，今田映美，橋本直子　
間山貴文，陶山佳子，吉田知彦　
田中知明，龍野一郎，横手幸太郎
（千大・糖尿病・代謝・内分泌内科）
　症例は49歳男性。昨年 6月，膵腫瘍の術前に両側副
腎腫大を認めたが膵手術を先行した。術後膵液瘻の治
療に難渋し，当科精査にて下垂体腫瘍を認め，デキサ
抑制試験，CRH負荷試験の結果クッシング病と診断。
膵液瘻は一時軽快したが再燃し，腹腔内感染，肝膿瘍
を併発。メチラポンの投与後には感染症が沈静化し，
12月に下垂体腺腫摘除術を行った。本症例は内分泌学
的精査を優先させるべきか判断に迷う症例であったの
で報告する。
　12． 超選択的ACTH負荷副腎静脈採血による副腎皮
質疾患の新たなる診断法についての検討
大村昌夫，松澤陽子，横尾英孝
齋藤　淳，西川哲男　　　　　
（横浜労災・内分泌代謝内科）
　特殊なマイクロカテーテルを使用し副腎静脈分枝か
ら採血を行う超選択的ACTH負荷副腎静脈採血を副腎
皮質疾患50例で行った。この結果CTで確認された腫
瘍自体からのアルドステロンやコルチゾールの過剰分
泌の診断， 1回の検査でのアルドステロン産生微小腺
腫の局在診断，両側アルドステロン産生腺腫と特発性
アルドステロン症の鑑別診断が可能となった。本法に
よりあらゆる組み合わせの副腎皮質疾患の診断が可能
となった。
　13． 広範囲の臀部ガス壊疽に，著しい低アルブミン
血症を合併した 2型糖尿病の 1例
吉元絵美，本城　聡，赤畑　徹
横山三尚，松尾　哲　　　　　
（成田赤十字・糖尿病代謝内科）
　症例は51歳女性。右臀部に隆起性病変が出現し，近
医で消毒・抗生剤投与を 1ヶ月間行うも改善なく，当
院に入院となった。HbA1c 11.6%，PG 337mg/dl，
WBC 14800/μl，CRP 34.3mg/dl，CTでは右臀部にガ
ス産生像を認めた。入院後血清アルブミンが0.9g/dlま
で低下し，アルブミン製剤を投与した。高血糖と低栄
養は感染重症化の因子であり，発症早期からの治療開
始が重要である。
　14． DICを呈した新型インフルエンザにまつわる 2
症例
廣瀬雅教，田代　淳，竹内孝夫　
小園高明，家里　憲，山崎健也　
安井山広，海辺剛志，時永耕太郎
木村　亮，太枝　徹　　　　　　
（松戸市立・内科）
成瀬祐紀，岡田　広，平本龍吾　
（同・小児科）
　【第 1例】新型インフルエンザが確認された17歳男
性。42℃の高熱と痙攣にて緊急入院。早期にDICを呈
しアンチトロンビンⅢ大量療法で改善。
　【第 2例】74歳女性。発熱で近医受診され簡易検査
で陰性なるも症状からインフルエンザとされタミフル
を処方。翌日意識障害で救急受診。DICを呈し集中治
療室管理となるも当日死亡。実際には細菌性髄膜炎で
あった。上記 2例の年齢，臨床検査成績等を比較し初
療の重要性を実感した。
　15． 2型糖尿病の糖尿病性腎症における病理組織と
臨床像の検討
石橋亮一，今澤俊之，首村守俊
祖山暁子，関　直人，中里　毅
西村元伸　　　　　　　　　　
（国立病院機構千葉東・内科）
北村博司　　　（同・病理部）
　糖尿病性腎症の腎生検所見は， 2型糖尿病では 1型
糖尿病に比較し臨床像との相関が明らかにされておら
ず，さらに予後予測における有用性は評価されていな
い。過去 5年間当院で腎生検を施行し，糖尿病性腎症
と診断した 2型糖尿病患者41例を解析したところ，病
理所見は腎生検時の臨床パラメーターおよび腎機能の
予後と有意な相関を示し， 2型糖尿病の糖尿病性腎症
において腎生検が有用である可能性が示された。
　16． インスリン受容体異常症による糖尿病の 1例
平良暁子，横尾英孝，田中麻美
櫻井健一，横手幸太郎　　　　
（千大・糖尿病・代謝・内分泌内科）
　症例は40歳女性。学校検診で尿糖指摘され，14歳時
に糖尿病の診断。著明な高インスリン血症，家族歴等
からインスリン受容体異常症が疑われ，遺伝子検索の
結果母親と共に受容体異常症と診断。強化インスリン
療法継続するも血糖コントロール不良。27歳時に女児
（2330g）を出産，その際網膜症の増悪を認めた。徐々
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に腎機能低下し，発症後26年で透析導入。インスリン
受容体異常症についての文献的考察も交えて報告する。
　17． 血清YKL-40: 2型糖尿病における動脈硬化症の
進展度を予測する新規バイオマーカー
鈴木義史　　　　（国保旭中央・糖尿病代謝内科）
橋本尚武（東京女子医大・八千代医療センター・　
糖尿病・内分泌代謝内科）
　YKL-40は血管内プラークに存在するマクロファージ
や血管平滑筋細胞より分泌される可溶性蛋白で，内皮
機能障害や炎症，組織リモデリングに関与し動脈硬化
との関連が示唆されている。血清YKL-40濃度は 2型
糖尿病患者において有意に上昇しており，さらに腎症
病期の進行した群，心血管イベントを合併した群で高
値となることを示し，動脈硬化症の進展度を予測する
新規バイオマーカーとして有用であることを明らかに
する。
　18． NPO法人生活習慣病防止に取り組む市民と医療
者の会（小象の会）のとりくみ
柳澤葉子，篠宮正樹，栗林伸一
金塚　東　　　　　　　　　　
（NPO法人「生活習慣病防止に　
取り組む市民と医療者の会」）
　医療者140名，非医療者100名，団体21で構成。主催
講演会 9回。会報誌 8号発行。延べ712名で健診を実
施，全国800名の結果と併せ厚労省研究班「高校生へ
の生活習慣病予防の提言」発行。児童・生徒への命の
素晴らしさを講話24回。市民へ講演67件。ロッテ球場
で啓発活動。学会・研究会で活動紹介13件。「肥満研
究」誌に 2報掲載。ラジオで 2回，新聞で10回本会紹
介。22年 9月 5周年記念講演に海堂尊氏決定。
　19． 超音波で確認される 2型糖尿病合併脂肪肝の臨
床的意義
栗林伸一（三咲内科クリニック）
　超音波で確認される 2型糖尿病合併脂肪肝（FL）の
意義を検証した。非インスリン治療 2DMにおいて空
腹時に血液検査と超音波でFL，腹膜前脂肪厚（P），
皮下脂肪厚（S）を検出した。598名中FL有りは29.9％
で，有意に肝機能，脂質・糖代謝が悪く，BMI，P/
S，血圧，CRP，HOMA-Rは高値であった。またFL
が消失した30名では前後で有意に体重，腹囲，P，P/
S，HbA1c，血糖，nonHDL，LDL/HDL，CRPは低下
し，HOMA-βは増加した。超音波で確認されるFLは
2DMの代謝全般と深く関連することが示唆された。
　20． 千葉県医師会の生活習慣病予防への取り組み
篠宮正樹，藤森宗徳
（千葉県医師会）
　以前より市民公開講座を開催。「医と食の懇談会」を
含む子どもへの啓発活動。千葉県と医師会共同の健康
県ちば宣言プロジェクトを推進。千葉県健康福祉部と
の共同事業「学童期からの生活習慣病予防」で調査を
実施。千葉県糖尿病対策推進会議として，千葉県共用
地域医療連携パスを推進し，対策推進会議独自の腎症
アンケートを行う予定。医師会は市民の味方であるこ
とを伝え，市民啓発活動への尽力が，市民の健康維持
に必須と考える。
　21． 当院におけるチアマゾール投与後の無顆粒球症
についての検討
樋口誠一郎，山本恭平，寺野　隆
（千葉市立青葉・内科）
　今回我々はチアマゾール投与患者における無顆粒球
症の副作用について検討した。対象は2003年から2008
年に当院を受診した，バセドウ病に対してチアマゾー
ルを投与され，無顆粒球症を発症した患者 7例である。
これらの患者について比較検討を行った。若干の文献
的考察を加え報告する。
　22． 潰瘍性大腸炎治療中にペンタサによると思われ
る心外膜炎を発症した 1例
上田景子，畠山一樹，宮本禎浩　
橘川嘉夫（千葉市立青葉・内科）
　症例は16歳女性。潰瘍性大腸炎（UC）と診断し，平
成20年 3月12日よりペンタサ内服開始したが寛解には
至らず， 3月26日より入院にてPSL投与を行った。UC
は改善傾向となったが， 4月初めより胸痛と38℃台の
発熱が出現。心エコーにて心嚢液貯留認め心外膜炎が
疑われた。ペンタサ内服中止としたところ速やかに症
状軽快した。経過よりペンタサによる心外膜炎と思わ
れる 1例を経験したので，文献的考察を加え報告する。
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　24． 非肝硬変性高アンモニア血症による肝性脳症の
1例
齋藤秀一，武田晋一郎，平井康夫　
江原正明（松戸市立・消化器内科）
　症例は80歳男性。2009年 7月，呂律障害・傾眠傾向
にて妻が救急要請して当院受診。高アンモニア血症を
認め肝性脳症の疑いで入院した。30代で貧血の指摘，
38歳時肺結核で右上葉切除し輸血。数年前に意識障害
で他院入院。飲酒歴・喫煙歴なし。画像上脾腫は認め
るも肝硬変はみられず，肝生検でも線維化はF1-2相
当。CT再構築で上腸間膜静脈下大静脈短絡路を認め，
この短絡路により高アンモニア血症が発症したと考え
た。
　23． アメーバ性大腸炎を合併した潰瘍性大腸炎
（UC）の 1例
大久保綾子，福田和司，正司俊博
山田正明，加藤慶三，鹿島　励　
（成田赤十字・内科）
伊能崇税　　　　（同・健診部）
　49歳男性。1ヶ月続く10回/日以上の水様性下痢で
入院となった。回盲部のびらんと横行結腸～直腸の連
続性の潰瘍を認め，UCも疑われたが，大腸粘膜から
アメーバの栄養体が検出されたためアメーバ性大腸炎
と診断した。メトロニダゾール内服でCRPは低下した
が，症状は改善しなかったため，内服終了後CFを再
検。横行結腸から直腸の病変は改善を認めず，UCに
よる病変と思われた。GCAPと 5-ASAにより改善を認
めた。
